
『玲音の書』より、印象に残った言葉を集めました。 

ノンブルは付いていません。 

2006年 11月 29日に作成されたメモ帳からコピペしたものです。 

 

 

 

 

……私、先生が私ともう少し喋ってたいって思います 

 

 

先生、明後日授業ないですよね。私も暇なんで、また同じ時間にあそこで偶々本を見てま

す。なんだか偶然先生が通りかかるような気がします 

 

 

私も釣られて笑った。気を使うのがこんなに楽しいなんて思わなかった。 

 

 

履きましょう、あなたのためならその実用性ゼロの靴を。 

 

 

何言ってんの今更。それだけ綺麗な顔しといてさ。紫苑が履けばむしろ歩く広告になるよ 

 

 

いえいえ、声が出ないくらいあなたに惚れ込んでるんです。 

 

 

なんかね、言葉にならないんだけど……私の酸素ぜんぶ静にあげちゃってもいいって思っ

た 

 

 

色んなところにファースト……だったよな 

 

 

4 gilmelfi。私のファーストキスまでの道のり。 

 

 



つまり……遊郭？ 

 

 

俺みたいに外国語のおかげで食えてる奴からすれば何ともありがた迷惑な世界だ 

 

 

"lok! atte, an. atte, an"胸に千円札を抱えるレイン。 

 

 

半分冗談。でも、半分本気 

 

 

その年でサバもサンマもあるもんか。 

 

 

マンションに犬禁止は付き物なんだがな。どこまでも異世界の奴らは無礼なもんだ 

 

 

先生が DVDの邪念を持ってるから発動しなくなったんじゃないですか？ 

 

 

東京タワーは上から下界を展望するもんだよ。でもなぁ、俺は不思議と展望台よりこの下

からの眺めのほうが好きなんだ。皆が天の神になって下界を見下ろしてるところをさ、俺

だけ地から天の奴らを見上げてやるんだ。 

 

 

既製品の娯楽じゃ楽しめない。楽しみ方は俺が決める 

 

 

悪い、世界を投げちまった。お前がほしかったんだ 

 

 

ヴァストリア落すような神々の考えはイマイチ信用できないなぁ……。 

 

 

病気が治ったとき、まだ在学中だったらどうする気？ 



 

 

そりゃいいな。五つ星レストランが家の中にあるみたいだ 

 

 

嘘。不安の種なんていってるけど、チューリップの球根くらいおっきいでしょ 

 

 

俺は紫苑の王子様なんだろ？じゃあ紫苑は俺のお姫様なんだから、少しは俺をアテにしな

よ 

 

 

アルバザードの救世主……フェンゼルを倒して為政者アルテナを助けた救国の少女 

そう、履歴書に書けるくらい長い文言だよな 

 

 

これ武者震いっていうのかなぁ？ 

いや、恐怖だ 

 

 

そしたら幽霊になってでも良いから戻ってきてくれ。幽霊相手でも紫苑なら結婚するよ 

 

 

まだならいいんです。初めてのプレゼントは今もらいますから 

 

 

運命の人……決まりかな、これで 

ふふ、もうずっとそうでしたよ 

 

 

私だって……お姫様になりたいよ。 

 

 

神や悪魔も難しい。彼らでさえこの世はとかく生きにくいのだ。 

 

 



秘密性が無ければ女の身体もただの動物の身体ですもんね 

 

 

そうですよ。リアルファンタジーは現実的なんです。 

 

 

蛍なんか、きっと俺が死ねばいいと思ってる。たとえ死んでもノーコメントだろうな 

 

 

なんだかこの国の歴史を動かしちまったな 

 

 

神さまの恋愛って想像しただけでも素敵じゃないですか？ 

 

 

"ahahah, ti et vomn rak, dyussou xion" 

 

 

いまは２人きりだから、甘えてもいいよ。俺じゃ足りないか？ 

――ううん、世界で一番十分です 

 

 

じゃあ忘れろ。でも全部は忘れるなよ。苦い教訓だけ残すんだ。卑下する気持ちだけ捨て

ちまえ。それが失敗をバネにするための最善の策だ 

 

 

甘いな。蛍はその必然さえも凌駕する 

 

 

どうした、レイン 

先生の運転がトラウマになってるみたいです 

 

 

今度は優しくちて 

 

 



雨が降ろうが槍が降ろうがをこの目で見るとは思わなかったわ。 

 

 

それでもその唇は神を祈っていた。 

 

 

そうよ、ifの願いはいつだって後ろ向き。だって過去を見てるんだから 

 

 

一銭の価値もない……愛情だけの品物だった 

 

 

……そういう大切な思い出を全てゴミ箱に捨てた女にこれから会いに行くわけだがな 

 

 

つよがり、かっこ悪いです 

 

 

歴史が証明してる 

 

 

リディアにとって俺のケータイは敵らしい。 

 

 

あのときの俺はあいつと愛し合っていて、死以外に別れをもたらすものなんて無いって信

じてた。 

 

 


